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インフラの老朽化が近年、課題となっており、

センサを用いた積極的なモニタリングが政府

主導で取り組まれている[1]。一方でセンサに

は電源が必要であるが、インフラは高所や立入

りが難しい場所にあることが多く、電源確保が

問題となっている。そこで、太陽電池などの環

境発電技術を用いた電池レスなセンサが注目

されている。特にレーダーを応用したセンシン

グ技術は対象物に金属パターンのみを設置す

るだけでセンシングが可能で、長期の耐久性が

期待される[2]。 

筆者らはインフラの配管や住宅などの水漏

れ検知を目的とし、金属パターンによるセンサ

の開発を進めている。本稿では、金属パターン

を用いて水滴の検知を行ったので報告する。 

センサの構成を Fig.1 (a),(b)に示す。センサ

は金属ベタ面のグランド、および金属パターン

の素子 12 個から成り、互いに干渉が抑制され

る配置で格子状に並んでいる。基材は反射損失

の 小 さ な 低 誘 電 損 失 基 材 (MEGTRON6 

R-5775N：250μm 厚)で、金属パターン部は

0.18μm の銅箔である。金属パターンは周波数

に応じて長さが異なっており、図中の番号が若

いほど長くなっている。ネットワークアナライ

ザ(KEYSHIGHT : E5071C)を用いて 7~10GHz

の電波を照射し、反射波を読み取った結果を

Fig.1 (c)に示す。素子数と対応した 12個の共振

ピークを観測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Sensor structure and measurement result 

 

センサ素子に水滴を滴下した後、反射波を測

定すると滴下した素子に対応するピークが消

失した。このことから、水分検知が可能である

ことが示唆された。当日の発表では、センサ構

成の詳細や水滴滴下実験の詳細について報告

する。 
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(c)measurement result
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